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はじめに
通所介護とは，「要介護状態となった場合においても，そ
の利用者が可能な限りその居宅において，その有する能力
に応じ自立した日常生活を営むことができるよう，必要な
日常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより，利用者
の社会的孤立感の解消及び心身の機能の維持並びに利用
者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図るものでな
ければならない。」１）と規定される居宅サービスの一つで
あり，「社会的孤立感の解消」「心身機能の維持」「家族
の身体的及び精神的負担の軽減」という３つの目的を担っ
ている２）。平成25年度厚生労働省が発表した介護給付費実
態調査によると，通所介護事業はいずれの介護度の利用者
においても高い割合で利用されている３）。今後，厚生労働
省の進める地域包括ケアシステムにより高齢者福祉は施
設ケアから在宅ケアへの流れが加速すると考えられ，在宅
生活を送る高齢者を支える地域の基盤として通所介護事
業所は必要不可欠なサービスである４）。
通所介護事業所において利用者の生活を支える専門職
の一つとして介護職員が配置されている。平成27年介護報
酬改正により，通所介護事業所には認知症加算と中重度者
ケア体制加算が新設された。認知症加算を算定するために
は，認知症介護指導者研修，認知症介護実践リーダー研修
等を修了した者の配置，中重度者ケア体制加算の算定に
は，看護職員の専従配置が必要である。さらに介護福祉士
の配置割合の高さを評価するため，サービス提供体制強化
加算の新区分が新設された。つまり，通所介護事業所は利
用者の生活機能維持向上や生活援助，家族のﾚｽﾊﾟｲﾄに加
え，認知症高齢者・中重度者へ対応や地域連携の拠点とし
ての機能が求められていると考えられ５），そういった利用
者ニーズに対応するために，今後より専門性の高い介護職
員の育成が必要である。
平成25年の介護労働実態調査３）による就業形態別の調査
によると，介護老人福祉施設では正規職員76.5％，非正規職
員20.8％，介護老人保健施設では正規職員91.9％，非正規職
員6.0％であり，通所介護事業所の正規職員63.3％，非正規
職員34.3％は入所施設に比べて非正規職員の割合が多いこ
とを示している。汲田６）は介護サービスにおける非正規職
員の位置づけについて，「正規職員と同等の職務を担うこ
とが期待されている」と述べており，非正規職員も正規職
員と同様に専門的なケアを行うことが求められる。一方，
中井７）は非正規職員が正規職員と比較して仕事に対する責
任感や役割の自覚が低いことで，正規職員の業務負担が大
きくなることを報告している。三浦８）は，「通所介護事業
所は限られた利用時間内に個別的対応と集団的対応の両
者が必要であるため，通所介護職員の忙しさに影響を及ぼ
しており，多く雇用している非正規職員が非常に重要であ
る」と述べている。
そこで，本研究は非正規職員が多く勤務している通所介
護事業所において，正規職員と非正規職員の職業意識がど
のように違うのか調査することを目的とする。
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通所介護事業所では，平成27年介護報酬改正により認知症加算や中重度者ケア体制加算，サービス提供体制
強化加算の新区分が新設され，ますます増えると推察される在宅生活を送る高齢者を支える地域の基盤として
今後より専門性の高い介護職員の育成が必要とされている。通所介護事業所は非正規職員の割合が入所施設に
比べて高いことが報告されている。本研究は正規職員と非正規職員の職業意識がどのように違うのか調査する
ことを目的とした。その結果，1年間の研修参加の有無（ｐ＜0.0１），今後の研修へ参加したいか（ｐ＜0.0１），
職務満足度（ｐ＜0.01）において，正規職員の方が非正規職員に比べて有意に高いことが明らかになった。ま
た，正規職員の方が休暇が取りにくいと感じていることが分かった（ｐ＜0.01）。
（キーワード）通所介護事業所，介護職員，正規職員，非正規職員
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Ⅰ．研究方法
１．調査対象と調査方法
岡山県内80カ所の通所介護事業所の施設長へ調査協力
の依頼を行い，協力の得られる場合には調査可能な介護職
員数について回答を求めた。後日，同意の得られた27施設
に勤務する通所介護施設の介護職員140名を調査対象とし
自記式無記名アンケート調査を実施した。また記入済みの
調査票は，調査対象者自らが返信用封筒に密封し，返送を
行うこととした。調査期間は，平成28年4月中旬～5月中旬
とした。
２．調査項目
調査内容は，回答者の基本属性（性別・年齢・介護施設
通算経験年数・通所介護事業所通算経験年数・保有資
格・雇用形態），職業意識（施設への入職動機，研修の受
講経験，今後受講したい研修内容，仕事上での不満，仕事
継続意向，職務満足度）で構成した。
仕事継続意向については，「仕事を継続したいですか」を
問う1項目版を用いた。回答は「おおいにある：4点」「あ
る：3点」「どちらでもない：2点」「ない：1点」「全くな
い：0点」の5件法で回答を求め，継続意向が高いほど得点
が高くなるように設定した。
また職務満足度の測定には，Macdonald９）らが開発した
The Generic Job Satisfaction Scaleを用いた。本尺度は，①
仕事ができた際は，相応の評価を受けている②職場の人々
に親しみを感じている③いまの職場で働くことに満足し
ている④仕事のことで不安に思うことはない⑤所属長は
自分のことに関心を持ってくれていると思う⑥仕事をす
ることは体の健康にとって良いことだと思う⑦給料に満
足している⑧自分の才能や技術はすべて仕事に生かされ
ている⑨上司との関係はうまくいっている⑩仕事の内容
に満足している の10項目で構成されている。回答は「全く
そう思わない：0点」「そう思わない：1点」「どちらでも
ない：2点」「そう思う：3点」「強くそう思う：4点」の5
件法で求め，職務満足度が高いほど得点が高くなるように
設定した。
３．分析方法と言葉の定義
雇用形態による差を検討するためにx２検定および，ｔ
検定を用いた。また，雇用形態と研修参加の有無・仕事継
続意向についてはx２検定を行い，職務満足度については
ｔ検定を用いた。なお，統計解析には統計ソフト「IBM
SPSS 19 J for Windows」を使用した。
また，本研究では，「正規職員」を雇用している労働者
で労働時間に関係なく雇用期間を定めないもの，「非正規
職員」を常勤職員以外の労働者（契約職員，嘱託職員，パ
ートタイマー労働者等）と定義する。
４．倫理的配慮
各施設長に調査依頼と調査目的を文書で説明した。ま
た，調査対象者には調査目的，回答は無記名であること，統
計処理により個人や施設の匿名性が確保されること，調査
以外には使用しないこと，調査成果を公表すること等を文
書で説明し，調査票の返送をもって同意が得られたことと
した。
Ⅱ．結果
調査票は140部配布し，105部（回収率75%）を回収し，分
析対象は基本属性について欠損値のない97部（有効回答率
92.4%）とした。
１．対象者の属性分布
分析対象者の基本属性は表1のとおりである。平均年齢
は43.8歳（標準偏差10.9，範囲20-63）であり，性別は男性16
名（16.5％），女性81名（83.5％）であった。介護施設で介
護職員として勤務した通算経験年数は平均8.8年（標準偏差
6.1，範囲0.9～27.9），通所介護施設で働いた通算経験年数
は平均6.6年（標準偏差5.5，範囲0.4～18.8）であった。雇用
形態は，常勤60名（61.9％），非常勤37名（38.1％）であっ
た。保有資格（複数回答）として最も多かったものは介護
福祉士53名（54.6％）であり，次いで介護職員初任者研修資
格（ホームヘルパー2級）51名（52.6％），社会福祉主事任
用資格29名（29.9％），介護支援専門員13名（13.4％）看護
師10名（10.3％），実務者研修終了（ホームヘルパー1級）7
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表１．対象者の基本属性
通所介護事業所に従事する介護職員の職業意識に関する調査
名（7.2％），社会福祉士5名（5.2％）その他6名（6.2％）資
格なし7名（7.2％）であった。その他の回答では，保育士・
調理師・准看護師・歯科衛生士等の回答が見られた。
雇用形態別の基本属性は表2のとおりである。正規職員
と非正規職員に有意差があった保有資格は，介護福祉士，
実務者研修，介護支援専門員であり，ともに正規職員の方
が有意に高かった（ｐ＜0.01）。
２．入職動機
介護の仕事を選んだ理由についても複数回答で回答を
求めた。その結果，正規職員42名（70％），非正規職員22
名（59.5％）が「福祉の仕事に興味・関心があった」と回答
した。次いで「資格や技能を生かせると思った」が常勤職
員14名（23.3％），非常勤職員10名（27％）であり，施設の
理念に共感したと回答した者はどちらもいなかった。
３．研修について
1年間で研修に参加したことがあると回答した者は，76
名（78.4％）ないと回答した者は19名（19.6％）であった。
雇用形態別にみると正規職員54名（90.0％）非正規職員22名
（59.5％）が研修へ参加しており，正規職員の方が非正規職
員に比べて有意に高く研修に参加していた（ｐ＜0.0１）。参
加回数は正規職員2.8回（標準偏差2.9，範囲0～15），非正
規職員1.9回（標準偏差4.2，範囲0~21）であり，参加回数に
有意差は見られなかった。今後研修に参加したいと回答し
た者は78名（80.4％），参加したくないと回答した者は1名
（1.0％），どちらでもないと回答した者は17名（17.5％）で
あった。雇用形態別にみると参加したと回答した正規職員
は54名（90％），非正規職員24名（64.9％）であり，正規職
員の方が非正規職員に比べて有意に多く研修への参加を
希望していた（ｐ＜0.0１）。
今後受けたい研修内容（複数回答）について正規職員，非
正規職員ともに回答が多かった項目は，認知症について
［正規職員：32名（53.3％），非正規職員：14名（37.8％）］，
ついで介護技術について［正規職員：22名（36.7％），非正
規職員：16名（43.2％）］コミュニケーション技術［正規職
員：18名（30％），非正規職員：11名（29.7％）］であった。
その他にも正規職員が多く希望した研修内容は，医療的ケ
アについて17名（28.3％）や感染症の基礎と予防について14
名（23.3％）など「医療的知識に関する研修」や介護保険に
ついて16名（26.7％）が挙げられた。また，今後受けたい研
修項目について雇用形態による有意差は見られなかった。
― 95 ―
㼚㻩㻥㻣
ேᩘ 䠄 䠂 䠅 ேᩘ 䠄 䠂 䠅
ᖺ㱋䈜 ᖹᆒ䠄ᶆ‽೫ᕪ䠅 㼚㻚㼟
௓ㆤ⚟♴ኈ 㻟㻥 䠄 㻢㻡 䠅 㻝㻠 䠄 㻟㻣㻚㻤 䠅 䠆
♫఍⚟♴ኈ 㻞 䠄 㻟㻚㻟 䠅 㻟 䠄 㻤㻚㻝 䠅 㼚㻚㼟
♫఍⚟♴୺஦ 㻞㻞 䠄 㻟㻢㻚㻣 䠅 㻣 䠄 㻝㻤㻚㻥 䠅 㼚㻚㼟
ึ௵⪅◊ಟ 㻞㻥 䠄 㻠㻤㻚㻟 䠅 㻞㻞 䠄 㻡㻥㻚㻡 䠅 㼚㻚㼟
ᐇົ⪅◊ಟ 㻣 䠄 㻝㻝㻚㻣 䠅 㻜 䠄 㻜 䠅 䠆
௓ㆤᨭ᥼ᑓ㛛ဨ 㻝㻞 䠄 㻞㻜 䠅 㻝 䠄 㻞㻚㻣 䠅 䠆
┳ㆤᖌ 㻡 䠄 㻤㻚㻟 䠅 㻡 䠄 㻝㻟㻚㻡 䠅 㼚㻚㼟
䛭䛾௚ 㻠 䠄 㻢㻚㻣 䠅 㻠 䠄 㻡㻚㻠 䠅 㼚㻚㼟
䛺䛧 㻟 䠄 㻡 㻟 䠄 㻝㻜㻚㻤 䠅 㼚㻚㼟
௓ㆤ஦ᴗᡤ䈜
⥲⤒㦂ᖺᩘ
ᖹᆒ
䠄ᶆ‽೫ᕪ䠅 㼚㻚㼟
㏻ᡤ௓ㆤ஦ᴗᡤ䈜
⤒㦂ᖺᩘ
ᖹᆒ
䠄ᶆ‽೫ᕪ䠅 㼚㻚㼟
䈜䡐᳨ᐃ
㡯┠ ᖖ໅⩌䠄䡊㻩㻢㻜䠅 㠀ᖖ໅⩌䠄䡊㻩㻟㻣䠅 ᭷ពᕪ
㻠㻟㻚㻡ṓ䠄㻝㻜㻚㻟䠅 㻠㻠㻚㻟ṓ䠄㻝㻞㻚㻜䠅
㻖䠖䡌䠘㻜㻚㻜㻝䠈㼚㻚㼟㻚䠖㼚㼛㻌㼟㼕㼓㼚㼕㼒㼕㼏㼍㼚㼠
ಖ᭷㈨᱁
䠄」ᩘᅇ⟅䠅
㻥㻚㻤ᖺ䠄㻣㻚㻢䠅 㻢㻚㻥ᖺ䠄㻢㻚㻝䠅
㻣㻚㻡ᖺ䠄㻣㻚㻝䠅 㻡㻚㻞ᖺ䠄㻡㻚㻞䠅
表２．雇用形態別基本属性
㼚㻩䠕䠓
ேᩘ 䠄 䠂 䠅 ேᩘ 䠄 䠂 䠅 ᭷ពᕪ
䛒䜛 㻡㻠 䠄 㻥㻜 䠅 㻞㻞 䠄 㻡㻥㻚㻡 䠅
䛺䛔 㻡 䠄 㻤㻚㻟 䠅 㻝㻠 䠄 㻟㻣㻚㻤 䠅
ཧຍᅇᩘ ᖹᆒ䠄ᶆ‽೫ᕪ䠅 㼚㻚㼟
䛧䛯䛔 㻡㻠 䠄 㻥㻜 䠅 㻞㻠 䠄 㻢㻠㻚㻥 䠅
䛹䛱䜙䛷䜒
䛺䛔 㻡 䠄 㻤㻚㻟 䠅 㻝㻞 䠄 㻟㻞㻚㻠 䠅
䛧䛯䛟䛺䛔 㻜 䠄 㻜 䠅 㻝 䠄 㻞㻚㻣 䠅
㡯┠ ṇつ⩌䠄䡊㻩㻢㻜䠅 㠀ṇつ⩌䠄䡊㻩㻟㻣䠅
㻝ᖺ㛫
◊ಟཧຍ
᭷↓
௒ᚋ
ཧຍ
䛧䛯䛔䛛
㻖㻖䠖䡌䠘㻜㻚㻜㻜㻝䠈㻖䠖䡌䠘㻜㻚㻜㻝䠈㼚㻚㼟㻚䠖㼚㼛㻌㼟㼕㼓㼚㼕㼒㼕㼏㼍㼚㼠
㻖㻖
䠆
㻞㻚㻤ᅇ䠄㻞㻚㻥䠅 㻝㻚㻥ᅇ䠄㻠㻚㻞䠅
表４．研修について
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表５．今後受けたい研修
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表３．入職動機について
４．仕事上での不満について
仕事上の不満について複数回答で回答を求めた。最も回
答が多く見られたのは，「賃金が安い」59名（63%）で正
規職員（33名，57%）非正規職員（26名，74%）ともに多か
った。ついで，「休暇が取りにくい」正規職員（31名，53%）
非正規職員（9名，26％）であり，非正規職員に比べて正規
職員の方が有意に休暇を取りにくいと感じる傾向にあっ
た（ｐ＜0.01）。
５．仕事継続意向について
仕事を継続したいかの問いに「そう思う」と回答した者
が正規職員・非正規職員共に最も多く，正規職員39名
（65.0％）平均得点2.80，非正規職員17名（45.9％）平均得
点2.51であった。全体では56名（57.7％）平均得点は2.69が，
仕事を継続したいと回答した。仕事継続意向と雇用形態間
に有意差は見られなかった。さらに仕事継続意向を「そう
思う群」，「そう思わない群」」の２群に分類しｔ検定を
行ったが有意差は見られなかった（ｐ=0.62）。[表7]
６．職務満足度
職務満足度について正規職員の平均得点は23.2（標準偏
差5.7），非正規職員の平均得点は18.8（標準偏差7.2）であ
り，非正規職員に比べて正規職員の職務満足度が有意に高
かった（ｐ＜0.01）。
Ⅲ．考察
介護の仕事を選んだ理由について「福祉の仕事に興味・
関心があった」と回答したものが雇用形態に関わらず最も
多かった。介護労働者が仕事を選んだ理由を問う調査10）に
おいても「働きがいのある仕事だと思ったから」と回答し
た者が最も多く，通所介護事業所においても福祉の仕事に
関心を持って入職しているものが多くいることが分かっ
た。
本研究では，今後も仕事を継続したいかの問いに「そう
思う」と回答した者が常勤職員・非常勤職員共に最も多
く，仕事継続意向が高いことが分かった。一方，職務満足
度は非正規勤職員より正規職員の方が有意に高く，正規職
員の方が仕事に満足していることが分かった。本研究の正
規職員平均得点23.2は，介護職員を対象とした職務満足度
調査11）の平均得点19.76と比較しても高く，通所介護事業所
に従事する正規介護職員は仕事への満足度が高いことが
明らかになった。また回答分布をみると「所属長は自分の
ことに関心を持ってくれている（正規職員52.2％，非正規職
員31.7％）」「自分の才能や技術は仕事に生かされている（正
規職員52％，非正規職員11％）」「上司との関係は上手く
行っている（正規職員53.7％，非正規職員37％）」「仕事の
内容に満足している（正規職員46.7％，非正規職員23％）」
に対し「強くそう思う」「そう思う」と回答した者が正規
職員の方が非正規職員と比べて多く，正規職員は肯定的に
職務をとらえていることが分かった。
仕事上での不満について最も回答が多かったのは，正規
職員，非正規職員ともに「賃金が低い」であった。「近年，
政策面で介護職員の給与引き上げが試みられているが，全
産業の平均給与額との格差は依然として大きく，抜本的な
解決にはならない」と神部12）は報告しており，今後も賃金
に対する改善は必要である。また，非正規職員に比べて正
規職員の方が有意に「休暇を取りにくい」と回答した。及
田６）は「介護福祉現場において常勤職員は非常勤職員に休
日出勤が出来ることや勤務時間帯の融通が利くことを求
めている」と報告しており，福祉施設全体に正規職員の休
暇の取りにくさがあると考えられる。
また正規職員の方が非正規職員と比べて研修への参加
者が多く，今後の研修への参加意欲も高いことが明らかに
なった。平成27年度介護労働実態調査９）でも，正規職員に
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表６．仕事上での不満について
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表７．仕事継続意向についての回答分布
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㻣 ⤥ᩱ䛻‶㊊䛧䛶䛔䜛 ṇつ 㻝㻞 㻔 㻞㻜㻚㻣 㻕 㻝㻠 㻔 㻞㻠㻚㻝 㻕 㻞㻟 㻔 㻟㻥㻚㻣 㻕 㻤 㻔 㻝㻟㻚㻤 㻕 㻝 㻔 㻝㻚㻣 㻕
㠀ṇつ 㻝㻠 㻔 㻠㻜 㻕 㻥 㻔 㻞㻡㻚㻣 㻕 㻥 㻔 㻞㻡㻚㻣 㻕 㻟 㻔 㻤㻚㻢 㻕 㻜 㻔 㻜 㻕
㻤 ⮬ศ䛾ᡯ⬟䜔ᢏ⾡䛿 ṇつ 㻞 㻔 㻟㻚㻠 㻕 㻥 㻔 㻝㻡㻚㻡 㻕 㻝㻣 㻔 㻞㻥㻚㻟 㻕 㻟㻜 㻔 㻡㻝㻚㻣 㻕 㻜 㻔 㻜 㻕
௙஦䛻⏕䛛䛥䜜䛶䛔䜛 㠀ṇつ 㻞 㻔 㻡㻚㻣 㻕 㻣 㻔 㻞㻜 㻕 㻞㻞 㻔 㻢㻞㻚㻥 㻕 㻠 㻔 㻝㻝㻚㻠 㻕 㻜 㻔 㻜 㻕
㻥 ୖྖ䛸䛾㛵ಀ䛿 ṇつ 㻞 㻔 㻟㻚㻠 㻕 㻡 㻔 㻤㻚㻢 㻕 㻞㻜 㻔 㻟㻠㻚㻡 㻕 㻟㻜 㻔 㻡㻝㻚㻣 㻕 㻝 㻔 㻝㻚㻣 㻕
䛖䜎䛟䛔䛳䛶䛔䜛 㠀ṇつ 㻞 㻔 㻡㻚㻣 㻕 㻡 㻔 㻝㻠㻚㻟 㻕 㻝㻡 㻔 㻠㻞㻚㻥 㻕 㻝㻟 㻔 㻟㻣㻚㻝 㻕 㻜 㻔 㻜 㻕
㻝㻜 ௙஦䛾ෆᐜ䛻 ṇつ 㻞 㻔 㻟㻚㻠 㻕 㻤 㻔 㻝㻟㻚㻤 㻕 㻞㻝 㻔 㻟㻢㻚㻞 㻕 㻞㻢 㻔 㻠㻠㻚㻤 㻕 㻝 㻔 㻝㻚㻣 㻕
‶㊊䛧䛶䛔䜛 㠀ṇつ 㻢 㻔 㻝㻣㻚㻝 㻕 㻟 㻔 㻤㻚㻢 㻕 㻝㻤 㻔 㻡㻝㻚㻠 㻕 㻤 㻔 㻞㻞㻚㻥 㻕 㻜 㻔 㻜 㻕
䡊䠙㻥㻟䠄ṇつ⫋ဨ䠖㻡㻤ྡ䚸㠀ṇつ⫋ဨ㻟㻡ྡ䠅
ᙉ䛟䛭䛖ᛮ䛖඲䛟䛭䛖ᛮ䜟䛺䛔 䛭䛖ᛮ䜟䛺䛔 䛹䛱䜙䛷䜒䛺䛔 䛭䛖ᛮ䛖㡯┠
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対する人材育成のために教育・研修計画は非正規職員に
比べて多く立案されていることが報告されており，非正規
職員の研修参加の機会は正規職員に比べて少ないと考え
られる。通所介護事業所は事業所規模にばらつきが見ら
れ，それに伴い職員人数も異なる。そのため職員人数の少
ない事業所では職員研修を施設内で行うことや，業務時間
内に施設外研修へ参加することが困難であると推察され，
非正規職員が研修に参加する機会はより少なくなってい
る可能性があると考える。また，中井７）は「派遣職員は就
業期間が短く，積極的に人手や時間を割いて教育が行われ
ない傾向にある」と報告している。
今後受けたい研修について正規職員，非正規職員共に多
く挙げられた項目は「認知症について」「介護技術につい
て」「コミュニケーション」であり，利用者への直接的関
わりに関することへの関心が高いことが示された。また，
正規職員は非正規職員に比べて「医療的知識」，「介護保
険」，「リーダー研修」等について研修意欲が高く，正規
職員は利用者への直接的関わりにとどまらず，チームのリ
ーダーとしての役割を担っていることが多い推察される。
介護職員に続けて教育・研修を実施している施設の方
が離職率が低いこと13）や，非正規職員が十分な教育や訓練
を受けたことで仕事に対するモチベーションが向上した
ことが報告７）されており，教育・研修は知識，技術の向上
のみならず介護職員の仕事に対する姿勢にも影響を与え
るといえる。非正規職員も正規職員と同様に専門的なケア
を行うことが求められる現在，非正規職員も含めた研修へ
参加を促すことで継続的な雇用環境を作り，利用者にとっ
てより良いケアの提供が出来るのではないかと考える。通
所介護事業所で働く職員が今後研修に参加し，学びを深め
ていくことができる環境にするために，現在施設内で行わ
れている研修に加え，他事業所と共同で研修を行う機会を
増やし，現在で行われている研修の内容を受講対象者に合
わせて見直すことが必要であると言える。
本研究では，正規職員，非正規職員どちらも福祉の仕事
に関心を持って通所介護事業所に入職しており，仕事を継
続したいと考えている者が多いことが分かった。一方，非
正規職員に比べて正規職員の方が職務満足度が有意に高
く，職務を肯定的に捉えている者が多いことが明らかにな
った。また，非正規職員は正規職員に比べ研修の機会が少
ないことが分かった。今後，全ての職員が研修の機会を持
ちながらチームケアを行うことで，より専門性の高いケア
を提供していくことが求められる。
研究の限界として，調査対象者が県内の了解の得られた
通所介護事業所に限られていること，業務に関する質問の
みで回答者の身体状況や家庭環境等の質問項目がないこ
と，横断的なデータに基づいていることが挙げられる。
なお，本研究は岡山県平成27年度地域医療介護総合確保
基金を活用して行う介護従事者の確保に関する事業分の
補助金を受けて行われた研究成果である。
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